















































































































































































































































































































































































































































なり、積極的に書くようになった    
・同じマスのノートで、４マスくらい使って書くと大きく書け、他の友達との違いも表面的
には分からないので、プライドも保たれて取り組みやすいこともあった。 
・大きなマスのプリントを用意し、クラスの中で使いたい人は誰でも使って良いことにする
と安心して使うことができ、漢字練習にも取り組むことができた。 
・パソコンソフトで筆順を記憶して１回だけ丁寧に練習し、その後の文作りと合わせて取り
組むと絵日記や作文の文中で漢字を使うようになった。 
⑤書くことが難しい 
・板書の量を少なくしたり、書くところを色チョークで囲んで限定したりすると、決められ
たところは書けるようになった。 
・黒板の文字は写すことが難しいが、隣の友達のノートを見れば写せる子もいる。隣の友達
がノートに写すときに読み上げながら書いてくれるのも効果的だった。 
・文をつづるとき言葉で言えば書けるので、許容してもらうと安心して書けるようになり、
だんだん声が小さくなって最後には言わなくても書けるようになった。 
・とめ、はね、はらいなどはできていなくても全て許容してもらうと書く意欲が出てきて作
文にも取り組めるようになった。 
・パソコンを積極的に使って、なぞなぞ作りでたくさんの文を打つと、鉛筆で書く文字もだ
んだん読みやすくなった。 
 
７．おわりに 
 発達障害のある児童が、自分の特性を理解して難しさを受け入れ、個々の児童の特性
や難しさに応じた適切な支援や配慮が行なわれることで、本人が達成感や自己有用感を
感じ、充実した学習や生活が出来るようになる。必要な児童には、学校、家庭、地域、
療育機関、医療機関等が連携して支援していくことが大切になる。  
